
 

客船ターミナル等指定管理者管理運営状況等の二次評価結果 

 
対 象 施 設： 有明客船ターミナル、有明小型船発着所浮桟橋 
指定 管理 者： 東京港埠頭株式会社 
評価対象年度： 令和６年度 
 

項  目 評価内容 

二次評価 Ｂ 

管理状況 

・基本協定、管理運営基準、業務実施計画等に基づき適切に履行され

ている。 
・ゲリラ豪雨により館内の石製の壁が一部落下した際は、速やかに都

と協議を行った上で施設を一部閉鎖した。また、更なる落下への防止

策を検討した上で修繕し、迅速に利用復旧を図るなど、適切に対応を

行った。 
・老朽化しているウッドデッキを人工木材にする更新工事を実施する

など、協定費用の中から補修経費を捻出して対応しており、施設維持

への貢献度が高い。 

事業効果 

・自主事業である東京港見学会については、募集人数を各 230 名から

290 名に増やし、お台場レインボー花火の開催日に合わせるなど工夫

して実施した。参加者アンケートでは、貴重な体験等へのお礼や「楽

しかった」などの回答が多数を占め、高い満足度を得られた。 
・海外からの利用客が増加する中、オープンローミング対応公衆 Wi-
Fi の整備や、聴覚が不自由な方へ QR コードにより遠隔手話通訳者の

方とビデオ通話接続可能となるポスターを掲示するなど、多様な利用

者への利便性の向上に努めた。 

そ の 他 

【その他特記事項】 
・清潔な館内の維持や利便性の向上に取り組み、施設の不具合や事故

等を予防する観点で必要な補修等が行われており、施設を適正に維

持・管理している。 
・乗降客数は前年度比で 30％増えているものの、新型コロナウイルス

感染症拡大前の乗降客数へは戻っておらず、施設利用の活性化が難し

い中での施設運営となっているが、人気の高い自主事業イベントによ

り活性化策をとっていることなど、施設の活用に努めている。 
   



 

客船ターミナル等指定管理者管理運営状況等の二次評価結果 

 
対 象 施 設： 竹芝客船ターミナル、竹芝小型船発着所浮桟橋 
指定 管理 者： 東京港埠頭・テレポートセンターグループ 
評価対象年度： 令和６年度 
 

項  目 評価内容 

二次評価 Ａ 

管理状況 

・施設全体として老朽化が進行している中、維持補修等を適切に行い、

施設の安全性保持に努めた。 
・トイレの排気ファン補修や中央広場の石坂の不陸補修等、利用者が

直接影響を受ける施設の不具合に対し迅速に補修を行い、施設の安全

性保持に努めた。 
・警備においては、乗船客同士のトラブルなど様々な問題において関

係機関との連携を図り適切に対処した。 

事業効果 

・自主事業である「小笠原 DAY」では、中央広場にやぐらを設置し盆

踊りを実施するなど、イベントを盛り上げた。神津島の星空保護区イ

ベントを自主事業として初めて開催し、星にまつわる楽曲の演奏と星

空の魅力を語るイベントを行うなど、島の魅力発信に貢献した。 
・ターミナル入口に設置している新島のモヤイ像の案内板に多言語

（日本語・英語・韓国語・中国語）の音声ＱＲコードを設置し、外国

人利用者でも理解できる内容とした。また、施設内にある運航情報等

を配信しているデジタルサイネージでは、島しょ等の高等学校の協力

により、島の紹介動画を新たに放映するなど、多くの利用者を飽きさ

せない工夫をした。 

そ の 他 

【その他特記事項】 
・伊豆・小笠原諸島への海の玄関口として島民、観光客等の利用が多

く、東京の観光スポットとしても重要な施設である中、老朽化してい

る施設の維持に努め、管理を適切に行っている。 
・近隣での花火大会等のイベントでは、警察、海上保安部、運航事業

者等と連携し、事前協議・当日警戒により事件事故の未然防止に繋げ

ている。また、東京消防庁の救助訓練実施の際には、関係者への周知

先、一部施設の利用協力など調整を行っている。 
・イベント開催において積極的に関係者等と協力し取り組み、指定管

理者としての責務を十分に果たしている。 
【特命要件の継続】 
・適切に管理・調整がなされ、都及び合築建物の事業者、船社などと

の各種調整を行い支障なく事業を実施した。 



 

 
 

客船ターミナル等指定管理者管理運営状況等の二次評価結果 

 
対 象 施 設： 岸壁・運搬給水施設 

（竹芝ふ頭船舶給水施設外７施設） 
指定 管理 者： 東京港埠頭株式会社 
評価対象年度： 令和６年度 
 

項  目 評価内容 

二次評価 Ｂ 

管理状況 

・基本協定、管理運営基準、業務実施計画等に基づき適切に履行され

ている。 
・岸壁給水施設については、老朽化した竹芝ふ頭の給水栓の交換や、

東京国際クルーズふ頭の給水栓蓋の段差解消補修を行った。運搬給水

施設については、油水分離機等の修繕を行うなど、施設の安全性保持

に努めた。 
・安全航行に繋がる取組として、風向風速情報をリアルタイムに取得

できるシステムの導入や夜間航行のための「船舶用暗視カメラ」を設

置し、積極的な事故の未然防止に取り組んだ。 

事業効果 

・利用者の利便性の向上のため、晴海ふ頭と運搬給水船の水質検査結

果を年１回公表しているほか東京国際クルーズふ頭の水質検査結果

の公表を四半期毎に実施している。 
・イベントでの出展や運搬給水船による放水デモンストレーションを

行うほか、子ども向け図書からの取材に積極的に協力するなど、事業

ＰＲへの高い取組姿勢が認められる。 

・クルーズ客船への給水作業件数が大幅に増加する中で、サービスの

停止や遅延を起こすことなく１年を通じて給水オーダーに応えた。 

そ の 他 

【その他特記事項】 
・港湾管理者の責務である給水事業を担う者として、責任をもって衛

生管理に注意を払いながら休日や深夜の給水オーダーにも着実に対

応してきている。また施設の予防保全にも積極的に取り組み、都への

情報も迅速に共有されている。 
 



 

客船ターミナル等指定管理者管理運営状況等の二次評価結果 

 
対 象 施 設： 公共外貿コンテナふ頭施設等 

（品川ふ頭外貿岸壁外３施設及び中央防波堤外側ふ頭桟橋（Ｙ１）） 
指定 管理 者： 東京港埠頭株式会社 
評価対象年度： 令和６年度 
 

項  目 評価内容 

二次評価 Ｂ 

管理状況 

・基本協定、管理運営基準、業務実施計画に基づき適切な管理が行われ

ている。 
・青海ふ頭における防舷材の劣化損傷に対して、施設の利用状況を勘案

して利用頻度の低い防舷材と入替を行い、荷役への影響を出さずに施設

運営を継続した。 
・青海ふ頭における作業員の転倒防止を目的とした注意喚起の塗装や、

品川ふ頭におけるふ頭内の接触事故防止を目的としたパッセンジャー

ラインの新設、すべてのふ頭における風向風速計の新設等、事故を未然

に防ぐための対応を積極的に行った。 

事業効果 

・船舶代理店や港湾運送事業会社と連絡を密にとり、 迅速かつ適切に

係船調整を行うとともに、効率的な荷役作業となるよう背後施設と一体

的に運用している。 
・点検時に発見した不具合や利用者の要望に対しては適切な維持補修を

実施している。また、利用者へのアンケート調査を実施し、要望の把握

及び対応に努めている。 
・一定規模を超えた船舶の係留許可に当たっては、東京海上保安部へ提

出済みの運用マニュアルに基づき、管理する全てのふ頭において適切に

対応している。 

そ の 他 

【その他特記事項】 
・指定管理者が独自に構築した補修情報要望サイトを引き続き活用し、

利用者からの修繕要望を関係者間で共有することにより、迅速かつ確実

に修繕に対応を実施する等、利用者サービス及び施設管理レベルの向上

に取り組んでいる。 
【特命要件の継続】 
・都が所有する対象施設（岸壁・桟橋）と物理的に連続する背後の荷さ

ばき施設（ガントリークレーン・ヤード等）を引き続き所有し、一体的

に管理運営できているとともに、外貿コンテナふ頭（岸壁、桟橋・荷さ

ばき施設等）の管理運営実績と活用可能なノウハウを有している。   



 
東京国際クルーズふ頭指定管理者管理運営状況等の二次評価結果 

 
対 象 施 設： 東京国際クルーズふ頭 
指定 管理 者： 東京国際クルーズターミナルグループ 
評価対象年度： 令和６年度 

項  目 評価内容 

二次評価 A 

管理状況 

〇入港する客船が大幅に増加する中、柔軟かつ効率的な勤務体制を構

築し適切な人員配置を行うことで、確実な受入を行った。ボーディング

ブリッジが故障した際には、機敏な対応により、施設の停滞を防ぐとと

もに、点検により防舷材のゆるみを発見し速やかに工事を実施するこ

とで、客船受入への影響も事前に防ぐ等、重要施設の指定管理者として

の責務を果たしている。 
〇警備においては、諸外国の艦船寄港時における 24 時間有人警備の実

施や、荒天による前倒し入港時における受入体制の構築など、柔軟かつ

確実な対応により安全確保に努めている。 

事業効果 

〇安全かつ効率的なオペレーションが難しい乗客定員が 3,000 人を超

える大型客船の寄港が大幅に増加したが、船舶代理店などの関係者と

会議を開催し、乗下船動線やレイアウトを提案するとともに、待機レ

ーンの設置などの誘導方法の工夫により、確実な受入を行った。 
〇下船客の移動手段を確保するため、十分なタクシーの配車に努めて

おり、タクシー運転手向けたタクシープールのライブ配信や、必要台

数予測の公表などに取り組んでいる。 
〇外国人乗船客の利用が多いことを踏まえ、日本の魅力を体験できる

抹茶点てイベントや着物着付体験を実施するとともに、館内に甲冑や

浮世絵などを展示する等、日本の魅力を発信することで、満足度の向

上に努めている。また、新たに羽田空港と連携したフライトインフォ

メーション情報の提供を開始する等、幅広く乗船客のサービス向上に

も努めている。 

そ の 他 

【その他特記事項】 
〇客船寄港数が前年度の 50 隻から 73 隻に増加し、大型客船も 1 隻か

ら 10 隻に大幅に増加する中、同時２隻着岸や前倒し入港など、従来に

ない新たな受入状況も生じたが、関係者との綿密な調整や創意工夫等

により、安全かつ円滑なオペレーションを実現し、確実な客船受入を行

った。また、客船事業者が期待する時間内に下船を完了させることがで

きており、客船事業者から高い評価を受けている。 
〇年間 104 件に及んだ船社や船舶代理店、行政機関等の視察依頼に対

し、都と連携又は単独で対応し、施設の知名度の向上及び客船寄港につ

なげる等、行政目的の達成に大いに貢献した。 
 





























漁港施設の指定管理者に係る二次評価 

 

 

○施 設 名 ： 二見漁港桟橋（１）外８施設 

 

○指 定 管 理 者 名 ： 小笠原島漁業協同組合（特命） 

 

○指 定 期 間 ： 令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで 

 

○特 記 事 項 ： 利用料金制 

 

 ○令和６年度評価結果  ： 下表のとおり 

 

項  目 評 価 内 容 

二次評価 B 

管理状況 

・漁港管理条例等の法令を遵守した運営がなされている。 

 

・日常の施設の清掃、警備等が適正に行われている。 

 

・台風通過が多い年であったが、接近前の利用者に対する養生・

被害対処の呼びかけ、通過後の巡回、被害点検及び清掃を迅速

に行うなど、施設内の安全確保に努めている。 

 

・行政等関係機関との連携・調整を密に行っている。 

事業効果 

・利用者が使用するにあたり必要な案内文の作成、配布をはじめ、

施設の適正利用についての周知や啓蒙が行われており、漁港機

能との共存が図られている。 
 

・毎年度３月にアンケートを実施し、利用者のニーズ把握に努め

ている。また、利用者の声に基づき施設の利便性向上に努めて

おり、利用者の８割以上が満足と回答している。 

その他 

【特命要件の継続】 

 小笠原島漁業協同組合は、地元の拠点漁港としての機能を損な

わずに、プレジャーボートとの利用調整を効率的かつ効果的に

行っており、また、管理運営の良好な実績とノウハウを持って

おり、自らも漁港施設の利用に精通していることから、特命要

件を継続している。 

 



空港の指定管理者に係る二次評価 

 
○施 設 名：東京都八丈島空港 
 
○指 定 管 理 者 名：八丈島空港ターミナルビル株式会社（特命） 
 
○指 定 期 間：令和 3 年 4 月 1 日から令和 8 年 3 月 31 日まで 

 
 ○令和６年度評価結果：下表のとおり 

 

項  目 評 価 内 容 

二次評価 Ｂ 

管理状況 

・年間事業計画のとおり、適切に管理が行われて

いる。 
・業務マニュアルの充実化を図り、人材育成に努

めている。 
・バードスイープについて、新たな機材の試行や

実施回数を増やすなど、引き続き力を入れて取

り組んでいる。 
・保安及び防災に係る訓練において、シナリオを

工夫し、実効性のある内容に取り組んでいる。 

事業効果 

・赴任初年度の方向けに八丈島空港を知ってもら

うイベントや、季節を感じつつ利用者に親しみ

をもってもらうイベントを開催した。これらの

イベントを通じて、空港への理解促進を図る取

組を実施している。 
 

 


